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 令和６年、辰年、今年もよろしくお願いいたします。 

生徒の皆さんは、年の初め、新年の決意を新たにしたことと思います。目標や抱負をもつことは

とても大切なことです。達成するために、”今”何をすれば良いのか、”今”どう行動すれば良い

のか、を具体的に考えることができます。その

決意を大切にして、今年一年頑張っていきまし

ょう。校長という立場上、様々な方の講演を拝

聴する機会がたくさんありました。その中で、

共通するキーワードが、『学ぶ』でした。生徒

の皆さんの視点に立てば、「教わるではなく学

ぶ」、「学ぶ姿勢学びに向かう態度」。先生の

視点に立てば、「教えるからの転換」「主体的

に学ぶ姿勢の育成」等です。では、「学ぶ」と

はどういうことなのでしょうか。辞書によると

、「教えを受けて知識や技芸を身につけること

」とあります。また、「真似る」と同じ語源で

あるとの説もありました。 

 「学ぶ」に関する名言を調べてみると、”ビ

ートたけし”さんの言葉がありました。 

 「勉強するから、何をしたいか分かる。勉強

しないから、何をしたいか分からない。」 

学ぶことで自分自身のことを知り、学ぶこと

で自分自身のやりたいこと、将来の目標を決め

ることができる。学ぶこと、勉強することで自

分の進む道が分かってくる。「学ぶ」ことの本

質を突いた言葉だと感じました。 

「学ぶ」とは、まず、知りたいこと、身につ

けたいことを積極的に真似る。次の段階で、繰

り返し練習して自分のものにする。そうするこ

とで、自分自身の生き方が分かってくる。「学

ぶ」ことは、決して強制されるものではなく、

自分自身で求めるものなのだと思います。自分

の将来を真剣に考える「本物の学び」を追究で

きる三学期にしてください。 

これからの三ヶ月は、学年のまとめの大切な

期間です。三年生は中学校生活最後の三ヶ月、

最上級生としての自覚をもった生活をするとと

もに、進路決定に向けて全力を尽くしてくださ

い。二年生は２学期を通して本当に大きく成長

しました。最上級生になる前の大切な三学期で

す。頑張りましょう。最後に一年生、４月には

新入生が入学してきます。２年生として新入生

を支える力をこの期間に身につけていきましょ

う。 

令和５年度の締めくくりの三学期です。お互いに協力し合い、一人ひとりを大切にして、みんな

で成長していきましょう。 

皆さんにとって、充実した三学期になることを期待しています。 

学校だより  

日 曜

9 火 始業式　１２５６カット

10 水 水曜補習　Pセブン　スマイルセブン定例会★

11 木

12 金

13 土 ものづくり学習フォーラム　

14 日

15 月 朝礼　私立推薦出願始　特別時程　専門委員会

16 火

17 水 小中一貫教育の日　５カット　水曜補習 ★

18 木 避難訓練　中央委員会

19 金

20 土

21 日

22 月 生徒会朝礼　私推薦入試   作品展準備⑥　４カット

23 火 作品展・学校公開週始

24 水 水曜補習　Pセブン　 ★

25 木 私一般出願　　　　

26 金 都推薦入試　　席書会（PM）

27 土 作品展・学校公開終

28 日

29 月 振替休業日

30 火 オーケストラ鑑賞教室（２）④～⑥

31 水 区教研（教科）　４カット ★

1 木 区教研（特設）

2 金

3 土

4 日

★･･･部活動再登校

の予定

行　事　予　定



TAボランティア清掃 

１２月１日（金）、５日（火）PTA 主催によるボランティア清掃を行いまし

た。１日目はちどりいこい公園、２日目は六郷用水に行きました。５日は大

変寒い一日でしたが、生徒たちはジャージ姿で元気いっぱいに清掃活動をし

ました。通りがかりの近隣の方々もご苦労様、と声をかけてくださいました。

落ち葉は９袋ほど集まり、大変充実した活動となりました。町の方々に喜ん

でいただける活動は実に気持ちがよいものです。ボランティアに参加した皆

さん、お疲れ様でした。PTA の皆様、企画していただき、ありがとうございま

した。 

中学生の「税についての作文」の表彰式がありました！ 

12 月 13 日（水）昼休みに表彰式を行いました。雪谷税務署長と雪谷納税貯蓄組合連合会会長に来校してい

ただき、直接表彰していただきました。受賞者と表彰式の様子をお伝えします！ 

 

 

 

 

 

 税務署長から、今回の中学生の

「税についての作文」では、雪谷税

務署管内の８校からの応募があ

り、全７５４編のうち、受賞者は２

６名、そのうちの６人が七中生だ

ったということで大変褒めていた

だきました。また、作文の提出率も

約９５％と、雪谷税務署管内で最も高かったそうです。七

中生の頑張りを感じました。 

 また、雪谷税務署長賞をいただいた岡田柚泉さんは、学

校を代表して雪谷税務署で表彰を受けてきました。税につ

いて考えたことを今後の生活にも生かしていきましょう。 

大田区人権啓発作品展表彰の紹介 

 始業式で、大田区立小・中学校人権啓発作品展に選出された生徒の表彰を行いました。（敬称略） 

  ＜標語の部＞ 

２－３ 吉田 伊吹 

「オリジナル らしくらしさを 重んじる」 

２－４ 三枝 陽南 

「多様性は 強いるものじゃない 認め合うもの」 

   

 

【 受 賞 者 】    ※ 敬 称 略  

雪 谷 税 務 署 長 賞 ３―３ 岡田 柚泉 

公益社団法人雪谷法人会長賞  ３－５ 竹尾 美咲 

雪谷納税貯蓄組合連合会優秀賞  ３－１ 増村 円香 

雪谷納税貯蓄組合連合会優秀賞  ３－４ 江川 寿梨 

雪谷納税貯蓄組合連合会優秀賞  ３－４ 星   玲佳 

雪谷納税貯蓄組合連合会優秀賞  ３－５ 川島 美憂 

２－４ 安河内 睦 ２－５ 佐藤 菜々美 

 

＜ポスターの部＞ 

１－５ 藤岡 みら １－６ 山形 稟世 

 

＜習字の部＞ 

 

昇降口左に掲示していま

す。ぜひ御覧ください。 

 

 

 


